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ソウリューション 

アップグレード・サービスのご案内 

 

各位 

 

拝啓 時下ますますご健勝にお過ごしの事とお慶び申し上げます。平素は格別のご高配を賜り、

厚く御礼申し上げます。 

 

本年 5月にドイツ / ミュンヘンで開催された「HIGH END Munich 2024」にて、スイス /  

ソウリューションより最上級にあたる“7シリーズ”から、最新のステレオ・パワーアンプ「717」

が発表されました。従来モデル「701（モノラル）」、「711（ステレオ）」の本国リリース後、 

約 10 年振りのフルモデルチェンジとなり、日本国内においては来年の発売を見込んでいます。 

そしてこの度、ゼロから設計された「717」の開発時に得た最新技術を基に、「701」と「711」

のアンプチャンネルに更なる改良を施す、「701+」、「711+」へのアップグレード・サービスの実

施をご案内申し上げます。 

「701+」、「711+」のアンプチャンネルは従来のモデルと比べ、フィードバックの直線性が大き

く向上、より理想的な熱管理を実現します。その結果、アンプチャンネルのエネルギー効率が改

善され、歪の低下や優れた周波数応答により、パワーアンプとしてのポテンシャルを十二分に発

揮する事が可能となり、同社の理念である“nature of sound”により忠実な再生を実現します。 

 

つきましては別紙資料をご高覧賜りたく、何卒よろしくお願い申し上げます。 

 

敬具 

記 

■ブランド名 Soulution (ソウリューション / スイス） 

■アップグレード費用 701+ Upgrade（ペア価格） 

5,700,000円（税別）、6,270,000円（税込） 

711+ Upgrade  

2,850,000円（税別）、3,135,000円（税込） 

※国内における配送費は含まれていません。 

以上 



 

■701+（モノラル）、711+（ステレオ）へのアップグレード 

「Munich HIGH END 2024」にて発表されたステレオ・パワーアンプ「717」。「何も追加せず、

何も省略しない」、ソウリューションが 2000 年に創業以来変わらぬ信条に従い、「これまで実

現してきたものよりも追加と省略を少なくできるか」と自問し続け開発をしています。 

電源部や増幅部に至る全てにおいてゼロから

設計・開発された新モデルの 1つが「717」で

す。「717」の開発時に得た革新的な増幅トポ

ロジーを基に、「701」、「711」の性能をどこ

まで向上させる事ができるか、徹底的に研究

を重ねた結果、増幅回路のポテンシャルを 

最大限発揮させる「701+」、「711+」へのアッ

プグレードが実現しました。 

 

 

■「701+」、「711+」の進化点 

●最新ウルトラリニア・フィードバックネットワーク 

より直線的なフィードバックネットワークに改善された事で、歪やノイズがより低減され、幅

広い周波数帯域にわたり優れた周波数応答を可能とします。位相シフトを最小限に抑える事で、

録音された音により忠実な再生を可能とします。 

 

●大幅な熱管理の向上：ゲインステージ 

優れた増幅回路の性能を十二分に引き出すためには、過剰な発熱を抑える事が必須となります。 

適切な温度管理を実現する事で、トランジスタやその他の部品においても安定した動作温度を

維持でき、歪の抑制やエネルギーの効率化に伴い過負荷時の動作安定性も改善させます。 

 

「701+」、「711+」への各アップグレードにより、複雑な音楽信号においても優れた定位感、 

低域の重厚感や魅力的な音色を再生するだけでなく、音楽性豊かなサウンドを奏でます。 

同社の理念である「nature of sound」を体現するそのサウンドは、スピーカーのポテンシャル

を十二分に発揮させ、アーティストのパフォーマンスをより忠実に再生する事が出来ます。 

 

 

■「701+」、「711+」アップグレード・サービスの流れ 

「701」、「711」をお預かりいたします。 

お預かり後、メーカーにてアンプモジュールのアップグレー

ド作業を施します。スイスより戻りましたアンプモジュール

を弊社にて組み込み、動作チェックを致しまして「701+」、

「711+」へのアップグレードが完了します。 

アップグレードをご検討の方は、お求めになられた販売店に

ご相談ください。 

 

「717」 ステレオ・パワーアンプ 


